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内容の要旨および審査の結果の要旨
全身振動による正常妊娠への影響を実験的に証明し，またその際生じる子宮血流量の減少が，いかなる
内分泌的機序によるかを明らかにするために，ラットに振動数8Ｈｚ,振動加速度10ｍ／s2の全身振動を
90分間負荷し，経時的子宮血流量を測定するとともに振動暴露後のコルチコステロン（COR)，エストラ
ジオール（Ｅ２）プロゲステロン（ＰＲＯ)，プロスタグランジンⅢ（PGE2)，プロスタグランジンＦ２α
(PGF2α）を測定し，次の結論を得た。
１．対照ラットではその経過中，子宮血流量に変化は認められなかったが，全身振動暴露を施したラット
では暴露開始後75分と90分で有意な減少を認めた。アンギオテンシンⅡ（ＡⅡ）前投与のラット子宮血
流量は振動暴露を受けない群では15分と30分で増加を認めたが，振動暴露群ではその増加が認められず；
９０分での減少が観察された。
２．ＣＯＲの値は振動負荷後に増加を認め，この増加はＡⅡ投与によってまったく影響を受けなかった。
３．Ｅ２は，ＡⅡ前投与の有無にかかわらず，対照群と振動暴露群の間に有意な変化は観察されなかった。
４．ＰＲＯは全身振動負荷によって減少を認めた。またＡⅡ投与後の対照群と振動暴露群の間には有意な
差は認められなかった。
５．振動群のPGE2は対照群に比べ，減少を示した。ＡⅡ投与によってそれぞれの群のPGE2は増加した
が，その関係は変わらなかった。
６．PGF2aについては，ＡⅡ投与の有無にかかわらず，全身振動の影響が認められなかった。
以上の結果から，全身振動によって子宮血流量が減少し，また妊娠黄体への機能障害を惹起するという
正常妊娠への障害が実験的に証明された。この子宮血流量の減少は，主にPGE2への抑制作用を介して生
じることが推測されたが，一部には子宮への直接作用，あるいは全身振動の有する情動ストレスとして作
用も否定できないと考えられた。
以上，本研究は，全身振動の正常妊娠への影響を実験的に証明するにとどまらず，その内分泌的機序を
も明らかにしたものであり，労働衛生学および母性衛生学領域に寄与する貴重な労作として評価された。
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